
KYT記入シート シート№：　　　　　　　　　　　　　　　

実 施 日：　　　　　　　　　　　　　　　

参 加 者：　　　　　　　　　　　　　　　１Ｒ：現状把握（危険ストーリーを考えよ）

番号 要因（～なので） 行動（～して） 現象（～になる）

１

２

３

４

５

６

７

２Ｒ：本質追究（重要な危険ストーリーを選択）

３Ｒ：対策樹立（肯定文で対策を考えよ）

番号 対　　　策

４Ｒ：目標設定（対策案を絞り込み行動目標を決定）

～チーム行動目標～

この場面での危険ストーリーを想像してください。

KYTルール

批判禁止

・ 良い悪いで他者を批判し
ない

自由奔放

・ 思うがままになんでも発
言する

大量生産

・ どんな内容でもいいので、
どんどん意見を出す

便乗加工

・ 他者のアイデアに便乗、
加工して良い意見にする

否定文禁止

・ 「○○しない」という表現
を使用しない

具体的表現

・ より具体的な表現に言い
換える

車両に乗り込もうとしています。2

3 KYTシート活用方法

救急隊や複数人での実施方法  

１　リーダーと書記役を決定する。　

２　リーダーはKYTのルールを説明する。

批判禁止

・良い悪いで他者を批判しない

自由奔放

・思うがままになんでも発言する

大量生産

・どんな内容でもいいので、どんどん意見を出す

便乗加工

・ 他者のアイデアに便乗、加工して良い意見にする

否定文禁止

・「○○しない」という表現を使用しない

具体的表現

・より具体的な表現に言い換える

KYTルール

第１ラウンド 現状把握
３ 　リーダーは、メンバーに事例シートを見せながら状況設定を説明し、「どんな危険ストーリー

が考えられますか」と問い掛ける。ただし、シートの写真はイメージであり、間違い探しではな

いことを強調する。

４ 　メンバーはシート内の主人公（隊員）に成りきって、気が付いた危険をできるだけ具体的に発

言していく。リーダーはなるべく全員が発言できるように問い掛け、多くの危険ストーリーを思

い付かせるように誘導する。

　 　KYTにおいて、この作業が最も重要で、しっかり時間を掛け、できるだけ多くの危険ストー

リーを考えさせることが必要である。

3

傷病者接触から車内収容までの活動

〈危険ストーリー例〉

　点滴棒を立てたまま車内収容しようとした際、
点滴棒が薬液の重みで傾いていたので、救急車壁
面に接触し破損する。

　コード類を整理していなかったので、ストレッ
チャーが引っ掛かり破損する。

　座位で移動時、資器材をストレッチャーの上に
載せたまま車内収容したので、ストレッチャーに
挟み込み、資器材が破損する。

　ストレッチャーが防振架台上にしっかりと乗っ
ていなかったので、ストレッチャーが落ち、傷病
者に動揺を与える。

　車内収容時にストレッチャーから傷病者の一部
がはみ出していたので、左サイドガ－ドと車内壁
に腕が挟まり負傷する。

ストレッチャーは傷病者搬送の際、主

に使用する搬送用資器材であるため、取扱

要領や構造について熟知しておく必要があ

る。取扱方法を誤ると、資器材の破損や傷

病者の負傷事故につながるため、注意が必

要である。

　また、円滑な救急活動を行うためには、

常に救急車内の整理整頓に努めることが重

要である。

救急車内へ傷病者を車内収容しようとしています。20
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